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─ 1 ─

基本教育目標

１．豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につける
２．あらゆる学習を通じて思考力を鍛え，創造力に富んだ技術者になる
３．専門分野の基礎を良く理解し，実際の問題に応用できる能力を培う
４．意思伝達及び相互理解のため，十分なコミュニケーション力を養う

校　 訓

校章の由来 ロゴマークの由来

山形県の「山」の文字を地とし
て，「高専」の両側に出羽の国
の「羽」を配し，鶴岡の「鶴」
の華麗にして雄々しい羽ばたき
を象徴する。

直線と曲線は，正確さと柔らかい自
由な発想を象徴し，鶴の飛翔をモ
チーフに，世界に羽ばたき，そして
未来を創造できる人になって欲しい
という願いが込められている。















専  攻  科 
 

○教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 １ カリキュラムの編成方針 

専攻科のカリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーに示された

能力を身につけることにより、社会情勢の変化にも対応して活躍できる技

術者や研究者を育成します。また、専門科目だけでなく広い分野にわたる

知識や技術も習得できるよう、以下のようなカリキュラム方針に基づいて

編成されています。 
 

（１）広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力を育成するため、

各コース共通として「日本学特論」、「技術者倫理」、「地域政策論」、「環

境地理学特論」などの一般科目を編成しています。 

（２）自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力を

育成するため、「創造工学実習」、「実践的デザイン工学実習」、「専攻科

研究Ⅰ」、「専攻科研究Ⅱ」を編成しています。 

（３）専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に関る幅

広い対応力を育成するため、「応用代数」、「物理学特論」、「データ解析」、

「専攻科実験」「インターンシップ」等を編成しています。 

（４）英語力を含めたコミュニケーション力を育成するため、「総合実践英

語Ⅰ」、「総合実践英語Ⅱ」を編成しています。英語による論理的な記

述、討論などの能力を涵養します。 
 

２ 学習方法・学習内容に関する方針 

（１）人文科学、社会科学系科目 

講義を主とした学習方法により教授します。人文科学系科目として

「総合実践英語Ⅰ」、「日本学特論」「技術者倫理」等、社会科学系科目

として「地域政策論」、「環境地理学特論」等に関わる科目を編成しま

す。学習をとおして、技術者としての責任感、道徳観、豊かな感性等、

またグローバルな視点からの国際性を涵養します。 

（２）数学、自然科学系科目 

講義や演習を主とした学習方法により教授します。数学系の科目と

して「応用代数」、「データ解析」等、自然科学系の科目として「物理

学特論」、「環境化学」等に関わる科目を編成します。学習をとおして、

専門分野を理解し、さらに進んだ内容についても理解できるようにす

るために必要な基礎知識を涵養します。 
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（令和5年度　第1学年に係る教育課程）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

国 語 9 3*（一） 3*（一） 3*（一） Ⅰ～Ⅲ

地 理 3 3*（一）

倫 理 2 2*（一）

歴 史 4 3*（一） 1*（一） Ⅰ・Ⅱ

政 治 ・ 経 済 2 2

数 学 Ⅰ 11 4 4 3 Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ

数 学 Ⅱ 6 2 2 2 Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ

英 語 Ⅰ 8 3 3 2 Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ

英 語 Ⅱ 8 3 3 2 Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ

化 学 4 3 1 Ⅰ・Ⅱ

物 理 5 1 2 2 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

生 物 1 1

音 楽 1 1

美 術 1 1

保 健 ・ 体 育 7 3 2 2 Ⅰ～Ⅲ

日 本 語 Ⅰ (2) (2) Ⅰ・Ⅱ

日 本 語 Ⅱ (2) (2) （留学生用科目）

日 本 事 情 (2) (2) （留学生用科目）

72 29 24 19 0 0

英 語 2 2 Ⅶ

保 健 ・ 体 育 3 2*（一） 1*（一） Ⅳ・Ⅴ

ド イ ツ 語 3 1 2*（一） Ⅰ・Ⅱ

語 学 演 習 1 1*（二）

9 0 0 0 5 4

　*印は学則第１３条３項に基づく学修単位

　*(一) は講義、*(二)は演習、ゼミ、*(三)は実験、実習である
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要
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 （令和5年度 第2・3・4・5学年に係る教育課程）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

情 報 リ テ ラ シ ー 1 1

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 学 1 1
*（一）

総 合 工 学 5 1 1 1
*（一） 2 Ⅰ～Ⅳ

創 造 基 礎 実 習 2 2

工 学 実 験 ・ 実 習 9 2 2 3 2 Ⅰ～Ⅳ

応 用 数 学 5 3 2
*（一） Ⅰ・Ⅱ

応 用 物 理 2 2
*（一） Ⅱ

生 産 工 学 1 1
*（一）

卒 業 研 究 12 12

38 5 3 3 10 17

　*印は学則第１３条３項に基づく学修単位

　*(一) は講義、*(二)は演習、ゼミ、*(三)は実験、実習である
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分
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学
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  括する。 

２ 各部にそれぞれ顧問教員を置く。 

３ 顧問教員は、校長が命じ、学生主事の総括のもとに、それぞれの部

の活動の指導にあたる。 

第２９条 学生が、学生会のほか、本校の学生をもって会員とする団体

を結成しようとするときは、顧問教員を定め、団体の規約並びに顧問

教員及び会員の名簿を添え、責任代表者２名以上が記名のうえ、あら

かじめ学生主事を経て、校長に別記第９号の様式による学生団体結成

願を提出して、その許可を受けなければならない。 

第３０条 前条の団体の行為が、本校の目的に反すると認められるとき

には、校長がその解散を命ずることがある。 

第３１条 学生が、個人又は団体として校外団体に参加しようとすると

きは、当該校外団体の目的、規約及び役員に関する事項並びに参加の

目的を記載した文書を添え、責任代表者が記名のうえ、あらかじめ学

生主事を経て、校長に別記第１０号の様式による校外団体参加願を提

出し、その許可を受けなければならない。 

第３２条 前条の校外団体の行為が、本校の目的に反すると認められる

ときには、校長は許可を取り消すことがある。 

第８章 集   会 

第３３条 学生が、校内において、又は校外において本校名あるいはそ

れに類する名称を使用して、集会、催物その他の行事を行おうとする

場合には、目的、期日、施設、設備の名称、参加者数等を記載した別

記第１１号の様式による集会（催物その他の行事）許可願を、１週間

以前に、責任代表者から学生主事を経て、校長に提出して、その許可

を受けなければならない。この場合、その実施に関しては学生主事の

指示に従うものとする。 

第３４条 前条の場合、本校学生の本分にもとるような行為が認められ

るときは、その中止を令ずることがある。 

第９章 印刷物の配布及び販売 

第３５条 学生が校内において、又は校外において雑誌、新聞、パンフ





附 則 

この準則は、昭和３８年４月１日から施行する。 

～
（略） 

～

附 則 

この準則は、令和５年４月１日から施行する。 















 　 　 　 　 　















創造工学科における学業成績の評価 
並びに進級及び卒業の認定に関する規程 

 

制  定 平成２６年１２月１０日 

最終改正 令和 ４年 ４月 ６日 

 

第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校学則に基づき、創造工学科

第１学年から第５学年における、試験、学業成績の評価、授業科目

（以下「科目」という。）及びその単位の修得の認定並びに進級及び

卒業の認定等について定めることを目的とする。 

 

第２章 試 験 

 

（定期試験） 

第２条 定期試験は、前期末及び後期末に行う。 

２ 第１学年から第３学年にあっては、期間を定めて行う。 

３ 第１項の試験を行わないで評価し得る科目については、これを実施

しないことがある。 

（中間試験） 

第３条 中間試験は、学習指導上必要と認める科目について、各期の中

間に行う。 

２ 第１学年から第３学年にあっては、期間を定めて行う。 

（追試験） 

第４条 定期試験又は中間試験を、病気（医師の診断書がある場合に限

る）、忌引その他やむを得ない理由で、受験できなかった学生に対し

ては、原則追試験を行う。 

（再試験） 

第５条 定期試験、レポートなどのシラバスに定めた総合評価による評

価点が５０点（第４学年、第５学年にあっては６０点）に満たなかっ

た学生を対象として、試験返却後の一定期間に再試験（レポートなど



の再提出も含む）を行うことができる。 

２ 前項の試験の対象となる学生は、再試験受験願（様式１号）を学級

担任及び科目担当教員を経て、校長に提出しなければならない。 

（追認試験） 

第６条 修得できなかった科目（以下「未修得科目」という。）があっ

て進級した学生は、第３学年までを限度として、当該科目の修得のた

め、追認試験を受けなければならない。 

２ 前項に該当する学生は、追認試験受験願（様式２号）を学級担任及

び科目担当教員を経て、校長に提出しなければならない。 

（単位追認試験） 

第７条 第４学年及び第５学年を対象とし、前学年において履修した科

目のうち、修得できなかった科目（以下「未修得科目」という。）が

あって進級した学生については、前学年の科目に限り、当該科目の単

位の修得のため、単位追認試験を行うことができる。 

２ 前項の試験を受けようとする学生は、単位追認試験受験願（様式３

号）を学級担任又は指導教員及び科目担当教員を経て、校長に提出し

なければならない。 

 

第３章 学業成績の評価、科目の履修、修得及び単位の修得の認定 

 

（学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、各期末に行う。ただし、卒業研究の評価

は、学年末に行う。 

２ 各期の評価は、試験の成績、学習状況及び出席状況等を考慮し、各

科目１００点法で行う。 

３ 学年の評価は、各期の評価を総合したものとする。 

４ 出席時数が、出席すべき時数の４分の３に満たない学生について

は、その科目の学年の評価は行わない。 

５ 出席日数が、出席すべき日数の４分の３に満たない学生について

は、全科目の学年の評価は行わない。 

６ 休学した者については、前二項の規定によらず、全科目の学年の評

価は行わない。 

７ 追認試験及び単位追認試験の評価は、追認試験については、当該年

度の１１月末日までに行い、５０点を上限とし、単位追認試験につい



ては、当該年度の１１月末日までに行い、６０点を上限とする。 

（成績通知及び意見申し立て） 

第９条 前期末及び学年末に総合成績評価結果を、保護者を通じて学生

に通知し、期間を定めて意見申し立ての機会を設ける。 

（科目の履修の認定） 

第１０条 出席時数が、出席すべき時数の４分の３以上の科目について

は、履修したものとして認定する。 

（科目とその単位の修得の認定） 

第１１条 履修した科目の学年の評価が、第１学年から第３学年につい

ては、５０点以上の科目とその単位を修得したものとして認定する。 

２ 履修した科目の学年の評価が、第４学年及び第５学年については、

６０点以上の科目とその単位を修得したものとして認定する。 

（試験を受けなかった場合） 

第１２条 正当な理由がなく、定期試験、中間試験及び追試験を受けな

かった学生については、当該科目の試験の成績は零点とする。 

（不正行為を行った場合） 

第１３条 定期試験、中間試験、追試験及び再試験で不正行為を行った

学生については、当該期に実施した定期試験又は中間試験の全科目の

試験の成績を零点とする。 

 

第４章 進級の認定 

 

（進級及び卒業の認定） 

第１４条 進級及び卒業の認定は、教員会議を経て、校長が行う。 

２ 進級の認定にあたっては、原則として次の各号の基準に該当してい

なければならない。 

一 別表１に掲げる科目とその単位を修得していること。 

二 第１学年から第３学年については、当該学年までの累積未修得

科目が２科目以下であること。 

三 第１学年から第３学年については、各学年に掲げる必修科目を

履修していること。 

（第１０条に掲げる履修の認定） 

四 第１学年からその学年までに、修得した科目の累積修得単位数

（追認された科目の単位数も含む。）が別表２に掲げる単位数に達



していること。 

五 第１学年から第３学年において、特別活動の出席時数が出席す

べき時数の４分の３以上であること。 

３ 別に定める鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等

に関する規程により認定された単位数は、第１学年から第３学年につ

いては前項第三号による累積修得単位数に加算することができず、第

４学年及び第５学年については前項第三号による累積修得単位数に加

算することができる。 

４ 卒業の認定にあたっては、原則として次の各号の基準に該当してい

なければならない。 

一 第５学年において、第２項に掲げる要件を満たしていること。 

二 卒業研究の評価が可以上であること。 

（原級留置） 

第１５条 進級又は卒業を認定されない学生は原級留置とし、その学年

の科目を再履修しなければならない。 

ただし、第４学年及び第５学年については、その評価が可以上で

あった科目（インターンシップ、CO-OP 実習を含む）及び合格と判定

された科目（校外実習を含む）については、履修を免除することが

できる。 

２ 原級留置になった学生が、原級留置になった年度において修得した

科目とその単位は無効とする。 

ただし、第４学年及び第５学年については、前年度において評価

が可以上であった科目（インターンシップ、CO-OP 実習を含む）及び

合格と判定された科目（校外実習を含む）について第３項による履

修免除願を提出して承認された場合は、その学年の科目及び単位を

既に修得したものとして認定し、その評価をその学年の評価とす

る。 

３ 前項ただし書前段に該当すると認められる科目については、履修免

除願（様式３号）を学級担任又は指導教員及び科目担当教員を経て、

校長に提出し履修免除の承認を受けることができる。 

４ 休学による場合のほか、連続して２回原級にとどまることはできな

い。 

 

第５章 雑 則 



 

（学業成績の評語） 

第１６条 学業成績を評語で表す場合は、優、良、可及び不可とし、そ

の区分は次のとおりとする。 

第１学年から第３学年 

評 語 優 良 可 不可 

評価点 100～80 79～60 59～50 49 以下 

第４学年及び第５学年 

評 語 優 良 可 不可 

評価点 100～80 79～70 69～60 59 以下 

 

（記録） 

第１７条 各科目の学年における学業成績の評語及び進級及び卒業の認

定の結果は、指導要録に記録しなければならない。 

（成績通知票） 

第１８条 前期及び学年の評価は、成績通知票により保護者に通知す

る。 

２ 成績通知票には、１００点法で記載する。 

（学業成績証明書） 

第１９条 学業成績証明書には、修得した科目について第１６条に定め

る評語をもって記載する。 

２ 原級留置になった学生の場合は、再履修した学業成績の評価を記載

する。その場合、履修免除願を提出し承認を受けた科目については、

再履修したものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行し、創造工学科在籍者に

適用する。 

附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 



附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年１２月２日から施行し、令和２年４月１日から

適用する。 

附 則 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年度以前の入学者に係る校外実習の取扱いについて

は、第１５条第１項及び第２項の規定にかかわらず、なお従前の

例による。ただし、原級留置となった者は、その属する学年の学

生と同様に扱う。 

附 則 

この規程は、令和３年５月２６日から施行し、令和３年４月１日から

適用する。 

附 則 

この規程は、令和４年４月６日から施行し、令和４年４月１日から適

用する。 

  



別表１ 

学年別必修得科目 

【学科共通】 

学 科 別 授 業 科 目 学 年 別 

創造工学科 

総  合  工  学  Ⅰ １年 

創 造 基 礎 実 習 １年 

工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅰ ２年 

工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅱ ３年 

工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅲ ４年 

工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅳ ５年 

 

【コース別】 

学 科 別 授 業 科 目 学 年 別 

機 械 コ ー ス 

機  械  製  図 ２年 

機 械 設 計 製 図 Ⅰ ４年 

機 械 設 計 製 図 Ⅱ ５年 

電気・電子コース 電 気 電 子 製 図 ４年 

情 報 コ ー ス 機 械 ・ 電 気 製 図 ２年，３年 

化学・生物コース 
物 質 化 学 実 験 Ⅰ ２年 

物 質 化 学 実 験 Ⅱ ３年 

※化学・生物コースの「物質化学実験Ⅰ」及び「物質化学実験Ⅱ」

については、令和３年度入学者から適用し、原級留置となった者

はその属する学年の学生と同様に扱う。 

 

別表２ 

累積修得単位数 

学 科 別 累積習得単位数 備  考 

第 ３ 学 年  ９５単位以上  

第 ４ 学 年 １３０単位以上  

第 ５ 学 年 １６７単位以上 

累積修得単位数のうち、一

般科目については７５単位

以上、専門科目については

８２単位以上とする。  
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1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅱ 2 物理Ⅲ 2

物理Ⅰ 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

生物 1 保健・体育Ⅱ 2

音楽 1

保健・体育Ⅰ 3

29 24 19 5 4 81

情報リテラシーⅠ 1 情報リテラシーⅡ 1 総合工学Ⅲ 1 総合工学Ⅳ 1 工学実験・実習Ⅳ 2

地域コミュニティ学 1 総合工学Ⅱ 1 工学実験・実習Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

総合工学Ⅰ 1 工学実験・実習Ⅰ 2 応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

創造基礎実習 2 プログラミング演習 1 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 総合工学ゼミ 1 卒業研究 12

情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 電気磁気学Ⅰ 2 応用物理Ⅱ（E） 2 発変電工学 2

電気回路Ⅰ 2 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1 制御工学（Ｅ） 2

電気機器Ⅰ 1 電気磁気学Ⅱ 2 計算機工学 2

電子工学 2 電気磁気学演習 1 機械工学概論（Ｅ） 1

電気電子計測 2 電気回路Ⅲ 1 工業英語（Ｅ） 1

電気回路演習 1 電子回路設計（E) 1

電気電子材料 2 ネットワークシステム

通信工学 2 送配電工学

情報通信 1 ネットワーク演習

ディジタル回路 2 パワーエレクトロニクス

電子回路（Ｅ） 2 ソフトウエア工学

電子回路演習 1 電気法規及び電気施設管理

電気電子製図 1 マイクロコンピュータ

ディジタル信号処理（E) 電気応用

高電圧工学

電気機器Ⅱ 2

アドバンストテクノロジー 1

5 8 15 31 33 92

34 32 34 36 37 173

小計

合計

選
択
科
目

専
門
科
目

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

1

小計

履
修
科
目

91

2

1

1

2

2

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースエレクトロニクス分野）

科目
区分

令和5年度　第1学年用

一
般
科
目

履
修
科
目

81



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 電気磁気学Ⅰ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 2 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1 発変電工学 2

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学Ⅱ 2 制御工学（Ｅ） 2

電気機器Ⅰ 1 電気磁気学演習 1 計算機工学 2

電子工学 2 電気回路Ⅲ 1 機械工学概論（Ｅ） 1

電気電子計測 2 電気回路演習 1 工業英語（Ｅ） 1

電気電子材料 2 電子回路設計（E) 1

通信工学 2 ネットワークシステム

情報通信 1 送配電工学

ディジタル回路 2 ソフトウエア工学

電子回路（Ｅ） 2 電気法規及び電気施設管理

電子回路演習 1 マイクロコンピュータ

電気電子製図 1 電気応用

ディジタル信号処理（E) パワーエレクトロニクス

高電圧工学 ネットワーク演習

電気機器Ⅱ 2

アドバンストテクノロジー 1

5 7 15 31 33 91

33 32 34 36 37 172

履
修
科
目

81

1

90

2

1

2

2 1

小計

専
門
科
目

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

小計

合計

選
択
科
目

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースエレクトロニクス分野）

令和5年度　第2学年用

科目
区分

一
般
科
目



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 電気磁気学Ⅰ 2 電気磁気学Ⅱ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 1 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学演習 1 発変電工学 2

電気機器Ⅰ 1 電気回路Ⅲ 2 制御工学（Ｅ） 2

電子工学 2 電気回路演習 1 計算機工学 2

電気電子計測 2 電気電子材料 2 機械工学概論（Ｅ） 1

通信工学 2 工業英語（Ｅ） 1

情報通信 1 電子回路設計（E) 1

ディジタル回路 2 ネットワークシステム

電子回路（Ｅ） 2 送配電工学

電子回路演習 1 ソフトウエア工学

電気電子製図 2 電気法規及び電気施設管理

ディジタル信号処理（E) マイクロコンピュータ

高電圧工学 電気応用

電気機器Ⅱ 2 パワーエレクトロニクス

ネットワーク演習

アドバンストテクノロジー 1

5 7 15 31 34 92

33 32 34 36 38 173

履
修
科
目

小計

合計

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースエレクトロニクス分野）

令和5年度　第3学年用

科目
区分

一
般
科
目

81

小計

専
門
科
目

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

91

2

1

2 2

1

選
択
科
目

1



令和5年度　第4・5学年用

1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 電気磁気学Ⅰ 2 電気磁気学Ⅱ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 1 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学演習 1 発変電工学 2

電気機器Ⅰ 1 電気回路Ⅲ 2 制御工学（Ｅ） 2

電子工学 2 電気回路演習 1 計算機工学 2

電気電子計測 2 電気電子材料 2 機械工学概論（Ｅ） 1

通信工学 2 工業英語（Ｅ） 1

情報通信 1 電子回路設計（E) 1

ディジタル回路 2 ネットワークシステム

電子回路（Ｅ） 2 送配電工学

電子回路演習 1 ソフトウエア工学

電気電子製図 2 電気法規及び電気施設管理

ディジタル信号処理（E) マイクロコンピュータ

高電圧工学 電気応用

電気機器Ⅱ 2 パワーエレクトロニクス

ネットワーク演習

アドバンストテクノロジー 1

5 7 15 31 34 92

33 32 34 36 38 173

小計

合計

履
修
科
目

小計

専
門
科
目

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

91

2

1

2 2

1

選
択
科
目

1

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースエレクトロニクス分野）

科目
区分

一
般
科
目

81



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅱ 2 物理Ⅲ 2

物理Ⅰ 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

生物 1 保健・体育Ⅱ 2

音楽 1

保健・体育Ⅰ 3

29 24 19 5 4 81

情報リテラシーⅠ 1 情報リテラシーⅡ 1 総合工学Ⅲ 1 総合工学Ⅳ 1 工学実験・実習Ⅳ 2

地域コミュニティ学 1 総合工学Ⅱ 1 工学実験・実習Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

総合工学Ⅰ 1 工学実験・実習Ⅰ 2 応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

創造基礎実習 2 プログラミング演習 1 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 総合工学ゼミ 1 卒業研究 12

情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 電気磁気学Ⅰ 2 応用物理Ⅱ（E） 2 発変電工学 2

電気回路Ⅰ 2 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1 制御工学（Ｅ） 2

電気機器Ⅰ 1 電気磁気学Ⅱ 2 計算機工学 2

電子工学 2 電気磁気学演習 1 機械工学概論（Ｅ） 1

電気電子計測 2 電気回路Ⅲ 1 工業英語（Ｅ） 1

電気回路演習 1 マイクロコンピュータ（E) 2

電気電子材料 2 システム制御（I) 1

通信工学 2 ネットワークシステム

情報通信 1 送配電工学

ディジタル回路 2 ネットワーク演習

電子回路（Ｅ） 2 パワーエレクトロニクス

電子回路演習 1 電気機器設計

電気電子製図 1 電気回路設計

ディジタル信号処理

高電圧工学

電気機器Ⅱ 2

アドバンストテクノロジー 1

ソフトウエア工学

電気法規及び電気施設管理

医療福祉機器工学 1

5 8 15 31 35 94

34 32 34 36 39 175

小計

履
修
科
目

91

専
門
科
目

（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

選
択
科
目

3

1

2

2

1

1

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースメカトロニクス分野）

科目
区分

令和5年度　第1学年用

一
般
科
目

履
修
科
目

81

小計

合計



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学I 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 電気磁気学Ⅰ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 2 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1 発変電工学 2

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学Ⅱ 2 制御工学（Ｅ） 2

電気機器Ⅰ 1 電気磁気学演習 1 計算機工学 2

電子工学 2 電気回路Ⅲ 1 機械工学概論（Ｅ） 1

電気電子計測 2 電気回路演習 1 工業英語（Ｅ） 1

電気電子材料 2 システム制御（I) 1

通信工学 2 マイクロコンピュータ（E)

情報通信 1 電気応用

ディジタル回路 2 電子回路設計

電子回路（Ｅ） 2 電気機器設計

電子回路演習 1 ネットワークシステム

電気電子製図 1 送配電工学

ディジタル信号処理 パワーエレクトロニクス

高電圧工学 ネットワーク演習

電気機器Ⅱ 2

アドバンストテクノロジー 1

ソフトウエア工学

電気法規及び電気施設管理

医療福祉機器工学 1

5 7 15 31 35 93

33 32 34 36 39 174

小計

専
門
科
目

（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

90

2

1

2

2 1

選
択
科
目

3

1

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースメカトロニクス分野）

令和5年度　第2学年用

科目
区分

一
般
科
目

履
修
科
目

81

小計

合計



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学I 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 電気磁気学Ⅰ 2 電気磁気学Ⅱ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 1 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学演習 1 発変電工学 2

電気機器Ⅰ 1 電気回路Ⅲ 2 制御工学（Ｅ） 2

電子工学 2 電気回路演習 1 計算機工学 2

電気電子計測 2 電気電子材料 2 機械工学概論（Ｅ） 1

通信工学 2 工業英語（Ｅ） 1

情報通信 1 システム制御（I) 1

ディジタル回路 2 マイクロコンピュータ（E)

電子回路（Ｅ） 2 電気応用

電子回路演習 1 電子回路設計

電気電子製図 2 電気機器設計

ディジタル信号処理 ネットワークシステム

高電圧工学 送配電工学

電気機器Ⅱ 2 パワーエレクトロニクス

ネットワーク演習

アドバンストテクノロジー 1

ソフトウエア工学

電気法規及び電気施設管理

医療福祉機器工学 1

5 7 15 31 36 94

33 32 34 36 40 175

小計

専
門
科
目

（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

91

2

1

2 2

1

選
択
科
目

3

1

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースメカトロニクス分野）

令和5年度　第3学年用

科目
区分

一
般
科
目

履
修
科
目

81

小計

合計



令和5年度　第4・5学年用

1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学I 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3

28 25 19 5 4 81

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 プログラミング演習 1 情報処理Ⅰ（Ｅ） 1 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 電気磁気学Ⅰ 2 電気磁気学Ⅱ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

電気回路Ⅰ 1 電気回路Ⅱ 2 情報処理Ⅱ（Ｅ） 1 情報処理Ⅲ（Ｅ） 1

応用物理Ⅰ（Ｅ） 2 電気磁気学演習 1 発変電工学 2

電気機器Ⅰ 1 電気回路Ⅲ 2 制御工学（Ｅ） 2

電子工学 2 電気回路演習 1 計算機工学 2

電気電子計測 2 電気電子材料 2 機械工学概論（Ｅ） 1

通信工学 2 工業英語（Ｅ） 1

情報通信 1 システム制御（I) 1

ディジタル回路 2 マイクロコンピュータ（E)

電子回路（Ｅ） 2 電気応用

電子回路演習 1 電子回路設計

電気電子製図 2 電気機器設計

ディジタル信号処理 ネットワークシステム

高電圧工学 送配電工学

電気機器Ⅱ 2 パワーエレクトロニクス

ネットワーク演習

アドバンストテクノロジー 1

ソフトウエア工学

電気法規及び電気施設管理

医療福祉機器工学 1

5 7 15 31 36 94

33 32 34 36 40 175

履　修　モ　デ　ル（電気・電子コースメカトロニクス分野）

科目
区分

一
般
科
目

履
修
科
目

81

小計

専
門
科
目

（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

）

履
修
科
目

91

2

1

2 2

1

選
択
科
目

3

1

小計

合計











































1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3 英語表現法 1

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学I 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3
国際政治

28 25 19 5 5 82

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 分析化学 2 応用物理Ⅰ（Ｂ） 2 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 物質化学実験 1 無機化学Ⅰ 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

有機化学Ⅰ 2 物理化学Ⅱ 2 計測制御 2

物理化学Ⅰ 2 機器分析 2 環境とエネルギー 1

基礎生物学 2 無機化学Ⅱ 2 工業英語Ⅱ（Ｂ） 1

化学工学Ⅰ 1 有機化学Ⅱ 2 外国語雑誌会 1

物質化学実験 2 生物化学 2 機械工学概論（Ｂ） 1

工業英語Ⅰ（Ｂ） 1 情報処理演習 2

材料化学 2 生物物理化学（B) 2

化学工学Ⅱ 2 地球環境科学（B) 1

計算機実習 1 バイオテクノロジー 2

生物工学基礎 1 有機材料化学 1

生物工学実験（B) 1 無機材料化学

分子生物学 2 有機電子論

アドバンストテクノロジー 1

半導体工学 半導体工学

薬学概論 薬学概論

5 6 16 31 35 93

33 31 35 36 40 175

どちらかを選択する。

履　修　モ　デ　ル（化学・生物コース環境バイオ分野）

科目
区分

一
般
科
目

履
修
科
目

令和5年度　第4学年用　

82

小計

90

3

合計

2

小計

専
門
科
目

（
環
境
バ
イ
オ
分
野

）

履
修
科
目

選
択
科
目

11



1年
単
位
数

2年
単
位
数

3年
単
位
数

4年
単
位
数

5年
単
位
数

単
位
計

国語Ⅰ 3 国語Ⅱ 3 国語Ⅲ 3 英語Ⅶ 2 保健・体育Ⅴ 1

地理 3 歴史Ⅰ 3 歴史Ⅱ 1 保健・体育Ⅳ 2 ドイツ語Ⅱ 2

倫理 2 数学Ⅲ 4 政治・経済 2 ドイツ語Ⅰ 1 語学演習 1

数学Ⅰ 4 数学Ⅳ 2 数学Ⅴ 3 英語表現法 1

数学Ⅱ 2 英語Ⅲ 3 数学Ⅵ 2

英語Ⅰ 3 英語Ⅳ 3 英語Ⅴ 2

英語Ⅱ 3 化学Ⅱ 1 英語Ⅵ 2

化学Ⅰ 3 物理Ⅰ 3 物理Ⅱ 2

生物 1 美術 1 保健・体育Ⅲ 2

音楽 1 保健・体育Ⅱ 2

保健・体育Ⅰ 3
国際政治

28 25 19 5 5 82

情報リテラシー 1 総合工学Ⅱ 1 総合工学Ⅲ 1 工学実験・実習Ⅲ 3 応用数学Ⅱ 2

地域コミュニティ学 1 工学実験・実習Ⅰ 2 工学実験・実習Ⅱ 2 応用数学Ⅰ 3 生産工学 1

総合工学Ⅰ 1 分析化学 2 応用物理Ⅰ（Ｂ） 2 応用物理Ⅱ 2 工学実験・実習Ⅳ 2

創造基礎実習 2 物質化学実験 1 無機化学 2 総合工学Ⅳ 2 卒業研究 12

有機化学 2 物理化学 2 計測制御 2

物理化学 2 機器分析 2 環境とエネルギー 1

基礎生物学 2 無機化学 2 工業英語Ⅱ（Ｂ） 1

化学工学 1 有機化学 2 外国語雑誌会 1

物質化学実験 2 生物化学 2 機械工学概論（Ｂ） 1

工業英語Ⅰ（Ｂ） 1 情報処理演習 2

材料化学 2 生物物理化学（B) 2

化学工学 2 地球環境科学（B) 1

計算機実習 1 バイオテクノロジー 2

生物工学基礎 1 有機材料化学 1

生物工学実験（B) 1 無機材料化学

分子生物学 2 有機電子論

アドバンストテクノロジー 1

半導体工学 半導体工学

薬学概論 薬学概論

5 6 16 31 35 93

33 31 35 36 40 175

どちらかを選択する。

履　修　モ　デ　ル（化学・生物コース環境バイオ分野）

令和5年度　第5学年用　

科目
区分

一
般
科
目

履
修
科
目

82

90

選
択
科
目

3

1

2

1

小計

合計

小計

専
門
科
目

（
環
境
バ
イ
オ
分
野

）

履
修
科
目























































 

　

  

   

  

 

    

  











鶴岡工業高等専門学校校外実習実施要項 
 

制  定 令和３年１月２８日 

最終改正 令和５年７月 ５日 

 

１ 目   的 

この要項は、鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修

等に関する規程（以下「規程」という。）第６条により、校外実習に関

する事項について定める。 

２ 主   管 

（１） 校外実習は、国内外の教育研究機関・事業所等の実地見学であっ

て、教務主事主管のもとに、各コース長が校外実習担当教員と計画

のうえ、第４学年で実施する。 

（２）（１）でいう校外実習担当教員とは、第４学年担任教員をいう。 

（３） 校外実習に関する事務は、学生課教務係が担当する。 

３ 校外実習担当教員の任務 

校外実習担当教員は、コース長の指示のもとに、次の業務にあたる。 

（１）実地見学先の選定、計画書の作成及び引率 

（２）内容、テーマ等に関する助言 

（３）校外実習中の留意事項の指導 

（４）校外実習中に発生した事故又は異常事態の処理及び報告 

（５）校外実習証明書（様式第１号）、校外実習報告書（様式第２号）の

受理及び判定 

（６）その他必要な事項 

４ 実施時期及び旅行日程 

校外実習は、全コース同一日程で３泊４日を原則とし、実施時期は

別途定める。なお、第４学年において、校外実習の実施期間は学校行

事として取扱う。 

５ 経  費 

校外実習に要する経費は学生の負担とする。 

６ 校外実習後の手続き 

校外実習に参加した学生は、校外実習報告書を速やかに校外実習担

当教員へ提出する。 

７ 成績評価及び単位認定 

（１）校外実習証明書の各項目について、すべての項目に記載不備がな

い場合は「可」とし、不備があった場合は「不可」とする。 



（２）校外実習報告書について、校外実習担当教員が次の観点から「可」

又は「不可」の評価を行う。 

  ① 形式（目的、内容、まとめ）が整い、正しい日本語で書かれて

いる。 

  ② 論旨が明瞭で、実習内容や成果がよくわかる。 

（３）校外実習証明書及び校外実習報告書の評価のいずれも「可」の場

合、合格として単位認定を行う。 

 

備 考 

この要項は、令和３年４月１日から実施する。 

  備 考 

１ この要項は、令和５年６月７日から実施し、令和５年４月１日から

適用する。 

２ 令和元年度以前の入学者に係る取扱いについては、第１項の規定に

かかわらず、なお従前の例による。ただし、原級留置となった者は、

その属する学年の学生と同様に取り扱う。 

   備 考 

 この要項は、令和５年１０月１日から実施する。 

 

 

 





 





















 

  

 



自主探究活動に従事した学生は、以下の書類を学生課教務係へ提出

するものとする。 

ただし、自主探究活動証明書（様式第３号）については、活動終了

後速やかに担任と指導教員の確認を受けなければならない。 

(1) 自主探究活動認定伺（様式第１号）成果をまとめたポスターある

いはレポートの複写版を添付すること。 

(2) 自主探究活動報告書（様式第２号） 

(3) 自主探究活動証明書（様式第３号）学会等の要項に氏名が記載さ

れている場合は機関・責任者の証明は不要とし、主催団体、氏名が

記載されているページを複写して添付すること。社会実習に従事し

た学生は、前期末までに以下の書類を学生課教務係へ提出するもの

とする。 

７ 単位認定の手続き 

(1) 自主探究活動として認定を受けた学生が単位認定を希望する場

合は、規程第４ 条に定める単位認定願（様式第２号）を学生課教務

係へ提出するものとする。 

(2) 自主探究活動は専門科目単位として扱う。 

(3) 単位修得の認定は、在学４年で１単位とする。 

備 考 

この要項は、平成２９年４月１日から実施する。 
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１００点法で評価し、次の区分によって評定



鶴岡工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 
    

制  定 平成１５年３月３１日 

最終改正 令和  ４年９月２８日 

 

 （目的） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校学則（昭和３８年４月１日制定。以下

「学則」という。）第４５条第３項及び第４７条の規定に基づき、専

攻科の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定等につい

て定めることを目的とする。 

 （授業） 

第２条 授業の１単位時間は標準５０分とする。ただし２時限連続の授

業の場合は、２単位時間を標準９０分とし、２時間の授業として計算

するものとする。 

２ 授業は、講義、演習、実験及び実習のいずれか、又はこれらの併用

により行うものとする。 

３ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の履修時間を授業時間及び授

業時間外に必要な学修をあわせて４５時間とし、次の基準により単位

数を計算するものとする。 

 一 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

 二 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

 三 実験及び実習については、４５時間の授業をもって１単位とす

る。 

 （履修方法） 

第３条 授業科目の履修に当たっては、年度当初に、別に定める「履修

届」を提出しなければならない。 

 （試験） 

第４条 試験は、定期試験、追試験及び再試験とする。 

２ 定期試験は、各学期末に行う。 

３ 前項の試験を行わないで評価し得る科目については、これを実施し

ないことがある。 

４ 追試験は、病気（医師の診断書がある場合に限る）、忌引きその他

やむを得ない理由により、定期試験を受けられなかった者に対して原

則実施する。 

５ 再試験は、定期試験、レポートなどのシラバスに定めた総合評価に

よる評価点が６０点に満たなかった者に対して、レポートなどの再提



出も含めて実施することができる。 

６ 前項の試験の対象となる学生は、再試験受験願（様式１号）を指導

教員及び科目担当教員を経て、校長に提出しなければならない。 

 （単位追認試験） 

第４条の２ 前学期までに履修した科目のうち、修得できなかった科目

（以下「未修得科目」という。）があった学生については、当該科目

の単位の修得のため、単位追認試験を行うことができる。 

２ 前項の試験を受けようとする学生は、単位追認試験受験願（様式２

号）を指導教員及び科目担当教員を経て、校長に提出しなければなら

ない。 

 （成績の評価） 

第５条 成績は、授業科目ごとに第４条に規定する試験の成績及び平素

の学習状況等を総合して 100 点法で評価し、次の区分によって評定す

る。 

評  定 優 良 可 不可 

評  点 100～80 79～70 69～60 59 以下 

 

２ 再試験の評価は、試験返却後７日以内に行い、６０点を上限とす

る。なお、再試験の実施は当該試験について１回とする。 

３ 単位追認試験の評価は、当該年度の１月末日まで行い、６０点を上

限とする。 

４ 正当な理由がなく、定期試験及び追試験を受けなかった学生につい

ては、当該科目の試験の成績は零点とする。 

５ 前期末及び学年末に総合成績評価結果を学生に通知し、２日間の意

見申し立ての機会を設ける。 

 （不正行為を行った場合） 

第６条 定期試験、追試験及び再試験で不正行為を行った学生について

は、当該期に実施した定期試験の全科目の試験の成績を零点とする。 

 （単位の認定） 

第７条 前条の規定に基づき、優、良または可に評価された授業科目に

ついては、当該授業科目の単位を修得したものとして認定する。 

 （再履修） 

第８条 単位を認定されなかった授業科目は、別に定める「再履修願」

を提出し、次年度において再履修することができる。 

 （他の教育施設において履修した単位の認定） 

第９条 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望



する者は、事前に別に定める「受講届」を提出しなければならない。 

２ 前項の規定により授業科目を履修し修得した単位については、２０

単位を超えない範囲で専攻科における授業科目の履修とみなし、単位

の修得を認定することができる。 

 （修了に必要な要件） 

第１０条 専攻科の修了にあたっては、学則第４５条第１項に定めるも

ののほか、次の区分により単位を修得しなければならない。 

コース名 

一般科目 共通専門科目 コース専門科目 

計 
必修 選択 必修 

必修選

択科目 
必修 選択 

機 械 ・ 制 御 

コ ー ス 
４ 2 以上 30 8 以上 8 10以上 62 以上 

電気電子・情報 

コ ー ス 
４ 2 以上 30 8 以上 8 10以上 62 以上 

応 用 化 学 

コ ー ス 
４ 2 以上 30 8 以上 8 10以上 62 以上 

 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、専攻科の授業科目の履修等に

関し必要な事項は別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年７月２日から施行し、平成２７年４月１日か

ら適用する。 

   附 則 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和２年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和３年６月２４日から施行し、令和３年４月１日から









鶴岡工業高等専門学校専攻科授業の履修等に関する申し合わせ 
 

制  定 平成１５年４月１日 

最終改正 平成２７年２月６日 

 

専攻科の授業の実施方法及び評価等については、次のとおりとする。 

１ 専攻科研究 

 １－１ 専攻科研究Ⅰ 

 （１）専攻科研究Ⅰの指導教員は学生１名につき原則１名とする。ま

た、必要に応じて指導補助教員を置くことができる。 

 （２）学年末に研究発表会（中間発表会）を実施するものとする。実

施方法及び日時については別に決定するものとする。 

 （３）発表会の２週間前までにコース毎に評価教員を２名選出するも

のとする。 

 （４）専攻科研究Ⅰの評価は、指導教員および発表会評価教員により、

科目評価表に基づき総合的に行うものとする。 

 １－２ 専攻科研究Ⅱ 

 （１）専攻科研究Ⅱの指導教員は学生１名につき原則１名とする。ま

た、必要に応じて指導補助教員を置くことができる。 

 （２）学年末に研究発表会（最終発 

表会）を実施するものとする。 

実施方法及び日時については別 

に決定するものとする。 

 （３）発表会の２週間前までにコー 

ス毎に評価教員を２名選出する 

ものとする。 

 （４）発表会の１週間前までに研究 

報告書を指導教員および教務係 

へ提出するものとする。なお報 

告書は別途指示するフォーマッ 

トに従って作成する。 

 （５）専攻科研究Ⅱの評価は、科目評価表に従って、指導教員・研究

報告書評価教員・発表会評価教員により総合的に行うものとする。 

令和  年度 

専攻科研究報告書 

 

題名 

      専攻 

氏名   （令和 年度入学） 

 

指導教員 

鶴岡工業高等専門学校 

令和 年 月 日提出 



 １－３ 専攻科研究論文 

 （１）専攻科研究論文は、指導教員の指示するフォーマットに従って

作成し、別途指示する日までに指導教員を通じて教務係へ提出す

るものとする。 

 （２）専攻科研究論文の管理・保管は、指導教員が行うものとする。 

２ 専攻科実験 

 （１）実施の方法については、それぞれの専攻で決定して行うものと

する。 

 （２）専攻科実験の評価は、「履修規程」の定めるところにより全指導

教員の成績を総合判定するものとする。 

３ インターンシップ 

 （１）長期休業期間中に実施するか、空き時間を利用して実施するか、

又は両者を加算して実施するかして、総時間９０時間以上行うも

のとする。 

 （２）総時間が１３５時間以上の場合は長期インターンシップとして

取り扱い、１３５時間～１８０時間未満の場合は３単位、１８０

時間以上の場合は４単位とする。 

 （３）評価については、提出された学外実習証明書等により、シラバ

スで定められた評価方法を基準に従い、各専攻で審査する。 

４ 学位授与関係 

 学位取得のための指導等については、次のとおりとする。 

 （１）学位取得のための科目履修に関するオリエンテーションをコー

ス毎に入学当初実施し、学位授与機構の要件を満たすように科目

登録（履修届の提出）を行うものとする。 

（２）２学年の６月上旬、「学修総まとめ科目（専攻科研究Ⅱ）履修計

画書」作成のためのガイダンスを実施するものとする。 

（３）２年次の１２月上旬、「学修総まとめ科目（専攻科研究Ⅱ）の成

果の要旨」作成のためのガイダンスを実施するものとする。 
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Ⅲ 学生生活関係規則 
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クラブ活動を行うに当たって 
 

１ 活動の目標 

 一 心身両面の健全な発達をめざそう。 

 二 大会やコンテスト等の目標に向かって、たゆまない努力をしよう。 

 三 規律ある活動を通して、連帯感や協調の精神を高めよう。 

 四 集団の中の一個人である自覚を持ち、他を思いやる心、温かい友

情、豊かな感性を育てよう。 

 五 学業とクラブの両立、調和をはかり、仮にも学業不振に陥ること

のないように心がけよう。 

 

２ 安全の確保 

 一 安全なクラブ活動をするために、クラブ活動の目標をよく理解し、

軽率な行動による事故は絶対に起こさぬよう心がける。 

 二 クラブごとに練習計画を立て、無理のない活動をする。 

 三 自分自身の身体状況、健康状況に注意し、自分の体力に適した活

動をする。 

 四 定期的に健康診断を受けたり、身体測定をしたりして、疲労、病

気など身体上の異常を早期に発見するように努める。 

 五 競技や練習の前には、準備運動・整理運動を十分に行う。 

 六 練習場等の施設や使用する器具・用具は、常に安全性を確かめ、

よく整備しておく。 

 七 部長、キャプテン、マネージャー、上級生クラブ員は、技術面、

精神面において下級生クラブ員の模範となるよう努力する。 

 八 まだ体力のついていないクラブ員には、それに適した活動をさせ、

決して厳しさだけが先行することのないよう十分配慮する。 

 九 クラブ活動中、万一事故が起きたときは、顧問教員にすぐ連絡す

る。 

 

３ クラブ活動時間等 

 一 活動は、クラブ員の健康状況、学習状況を考え顧問教員の許可を

得て決める。 

 二 平日は、原則として１７時までに終了する。 
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鶴岡工業高等専門学校総合メディアセンター図書利用規則 
 

制 定  平成２８年３月３１日 

 

（趣旨） 

第１条 総合メディアセンターにおける図書の利用については、この規

則の定めるところによる。 

（利用者資格） 

第２条 センターの図書を利用できる者は、次に掲げるものとする。 

 一 本校の教職員及び学生 

 二 センターの利用を申し出た一般の利用者（以下「一般利用者」と

いう。） 

（利用証の交付） 

第３条 教職員及び学生には、センター利用証（以下「利用証」とい

う。）を交付する。 

２ 図書の退出を希望する一般利用者には、申請により利用証を交付す

る。なお、申請に当たっては、住所、氏名、連絡先等の確認できる資

料を提示して行うものとする。 

（開館日及び開館時間） 

第４条 センターは、日曜日、国民の祝日に関する法律第３条に掲げる

休日、１２月２９日から翌年の１月３日までを除き開館する。 

２ センターの開館時間は、次のとおりとする。 

 一 月曜日から金曜日 ８時３０分から２０時まで 

（長期休業期間中は１７時まで） 

 二 土曜日      ９時から１７時まで 

（長期休業期間中は閉館） 

３ その他センター長が必要と認めたときは、開館日及び開館時間を変

更することができる。 

（閲覧） 

第５条 閲覧室の図書は、自由に閲覧することができる。 

２ 閲覧図書は、閲覧室外に持出してはならない。 

３ 書庫の図書を閲覧しようとするときは、係員に申し出るものとす

る｡ 



（センター外帯出） 

第６条 図書の帯出を希望する者は、利用証を提示して図書を借り受け

るものとする。ただし、次に掲げるものについては帯出できない。 

 一 辞書及び百科事典等の参考図書 

 二 貴重図書及び特殊図書 

 三 新着雑誌 

 四 その他特に指定した図書 

（帯出の種類、冊数及び期間） 

第７条 センター外に帯出できる図書の数及び期間は次のとおりとす

る。 

帯出の種類 帯出者 帯出数 帯出期間 

一 般 帯 出 

学   生 ３冊以内 ８日以内 

教 職 員 10 冊以内 １か月以内 

一般利用者 ３冊以内 ８日以内 

特別帯出 

春季・夏季・冬季 

・学年末休業 
学   生 ５冊以内 休業期間 

卒業研究 学   生 ５冊以内 翌年の２月末 
 

２ センター長は、前項の規定にかかわらず、研究等特別の理由がある

と認められるときは、次のとおり帯出させることができる。 

帯出理由 帯出数 帯出期間 

教員が授業・研究のため 

特に必要とする場合 
50 冊以内 

授業又は研究が 

終了するまでの期間 

その他センター長が 

特に認めた場合 

センター長が 

認めた冊数 
センター長が認めた期間 

 

３ 返却日後も引き続き帯出を希望する場合は、いったん返却し、改め

て所定の手続きを取らなければならない。ただし、延長は１回限りと

する。 

４ 帯出期間中であっても、必要により返却を求めることがある。 

（帯出図書の保管） 

第８条 帯出図書の保管責任は、帯出者が負わなければならない。ま

た、帯出図書を他の者に転貸してはならない。 

２ 教員は、研究費で購入し帯出を受けた図書は、責任をもって保管し

なければならない。 

（帯出図書の返却） 

第９条 次の各号の一に該当する場合は、直ちに帯出中の図書を返却し



なければならない。 

 一 学生が卒業、修了、退学、休学又は転学するとき 

 二 教職員が退職、休職又は転出するとき 

 三 長期帯出の図書で、教員室若しくは研究室又は事務室へ常置する

必要がなくなったとき 

（遵守事項） 

第１０条 センターを利用する者は、次の事項を遵守しなければならな

い。 

 一 センター内では静粛を心がけ、他の利用者に迷惑を及ぼす行為は

しないこと 

 二 センター内では飲食、喫煙等はしないこと 

 三 図書、雑誌等は丁寧に取り扱うこと 

 四 その他係員の指示に従うこと 

（弁償義務） 

第１１条 利用者は、図書を紛失、破損若しくは汚損したとき、又は施

設設備等に損害を与えたときは、弁償しなければならない。 

（雑則） 

第１２条 センターは、図書を利用者の閲覧に供するため、図書の目録

及びこの利用規則を常時閲覧室に備え付けるものとする。 

第１３条 この規則に定めるもののほか、センターの利用に関し必要な

事項は、センター会議が定める。 

 

  附 則 

 １ この細則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この細則の施行に従い、鶴岡工業高等専門学校図書館利用細則

（平成１０年１２月１０日制定）及び鶴岡工業高等専門学校図書

館利用細則第７条に関する内規（平成１０年１２月１０日制定）

は、廃止する。 

  附 則 

 １ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行に従い、鶴岡工業高等専門学校図書メディアセ

ンター図書利用細則（平成２４年２月２０日制定）に関する内規

は、廃止する。 
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１０名以内）をもって構成し、委員長は互選とす

る。
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 6,000円とし、毎年４月に納入するものとする。 
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鶴岡工業高等専門学校学生会会計細則 
 

   第１章 総 則 

 

第１条 この細則は、鶴岡工業高等専門学校学生会会則第４８条の２に

基づいて定める。 

第２条 会費は、本会会則第４５条に基づき毎年４月末日までに、本会

に納入しなければならない。 

２ 既納の会費は、一切これを返却しない。 

３ 休学者の会費は徴収しない。また、復学に当たっては月割で徴収額

を決定する。 

（年額／１２×復学した日の属する月から次の納付時期前までの月数） 

第３条 本会に寄附された金品は、評議会の承認を得て処理しなければ

ならない。 

第４条 本会の各部に、会計責任者を置く。会計責任者は、その部の会

計を処理する。 

２ 各部は、役員会に部の会計責任者を通知しなければならない。 

第５条 各学級に会計係を置く。会計係は、その学級の会計にあたる。 

２ 各学級は、役員会に学級の会計係を通知しなければならない。 

 

   第２章 予 算 

 

第６条 予算は、次の手続きを経て成立する。 

 一 役員会は、年度当初各部より提出された予算請求書を基に、予算

原案を作成する。 

 二 評議会は、予算原案を基に予算案を作成する。 

 三 予算案は、年度当初の総会において承認を得て成立する。 

第７条 予算には、予期しがたい支出に備えるため、予備費として総額

の１/20 以上を計上するものとする。ただし、予備費の運用に際して

は評議会の承認を得るものとする。 

第８条 年度途中で廃止又は活動を停止した部の予算の残額は、予備費

に繰り入れるものとする。 

第９条 合併又は分離した部の予算は、その年度中の合併又は分離以前
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鶴岡工業高等専門学校学寮規程 
 

制  定 昭和４３年 ４ 月 １ 日 

最終改正 令和 ３ 年 ４ 月 １ 日 

 

（趣旨） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第４８条

第３項の規定に基づいて、本校における学寮の管理運営に必要な事

項を定め、その円滑かつ適正な運用を図るものとする。 

（目的） 

第２条 学寮は本校の課外教育施設であって、学生に規律ある共同生

活を体験させ、これを通じて人間形成の成長を促し、本校の教育目

標達成に資することを目的とする。 

（施設の名称） 

第３条 本校の学寮は、鶴鳴寮と称する。 

（学寮生活の基本） 

第４条 学寮に入寮する学生（以下「寮生」という。）は、この規程及

びこの規程に基づいて定められた諸規則を守り、相互に敬愛、啓発

して自己及び共同生活の向上充実に努めなければならない。 

（閉寮、開寮の時期） 

第５条 学寮は、夏季、冬季及び学年末休業の開始日をもって閉寮し、

休業の終了日から開寮する。ただし、事情のある場合はこれを変更

することができる。 

（入寮資格） 

第６条 学寮は、本校学生を入寮させる。 

（入寮願・許可） 

第７条 女子学生又は第３学年以上の男子学生で、入寮を希望する者

は、保護者等連署のうえ学校が指定する日までに入寮願（様式第１

号）を校長に提出しなければならない。 

２ 前項の入寮の願い出に対する許可は、１年毎にこれを行う。ただ

し、年度途中における入寮の許可は当該年度の終わりまでとする。 

３ 入寮の許可は、毎年４月に寮務主事の選考に基づいて、校長が行

う。ただし、教育指導上特に必要と認めた場合は年度の途中でも許



可することがある。 

４ 入寮の許可を受けた者は，保護者等連署のうえ学校が指定する日

までに入寮誓約書（様式第２号）を校長に提出しなければならない｡ 

（退寮願・許可） 

第８条 寮生が退寮を希望する場合は、別に定める日までに退寮願（様

式第３号）を校長に提出しその許可を受けなければならない。 

２ 退寮の許可は、毎月末とし、寮務主事を経て校長が行う。ただし、

３月、８月及び１２月は閉寮の日をもって許可する。 

（退寮命令） 

第９条 寮生が次の各号の一に該当する場合は、校長は退寮を命ずる

ことがある。 

一 ３か月以上寄宿料又は第１５条に規定する経費の納入を怠った

とき。 

二 共同生活の秩序を乱す行為のあったとき。 

三 疾病その他保健上の理由により共同生活に適しないと認めたと

き。 

四 その他管理運営上著しく支障をきたす行為のあったとき。 

五 教育指導上、自宅（下宿等）通学を認めたとき。 

（在寮免除） 

第１０条 寮生で学則第２３条の規定により出席の停止を命ぜられた

ときは、その期間在寮を免除されたものとみなす。 

（退寮時等の検査） 

第１１条 第８条又は第９条の規定により退寮する場合、並びに第１

０条の規定により在寮を免除された者は、退寮にあたって、居室そ

の他居室に附属する設備等について、校長の指定する教職員の検査

を受けなければならない。 

（指導寮生等） 

第１２条 第１学年及び第２学年の寮生の生活を指導するために、指

導寮生を置く。 

２ 指導寮生は、原則として、第３学年以上の寮生のなかから、寮務主

事が選考し、校長が任命する。 

３ 学寮の生活規律を保持し、寮生相互の連絡を密にするため、寮生

組織を置く。寮生組織については、寮生心得で定める。 

（寄宿料） 



第１３条 寮生は、国立高等専門学校の授業料その他の費用に関する

省令（平成１６年文部科学省令第１７号）及び独立行政法人国立高

等専門学校機構における授業料その他の費用に関する規則（以下「費

用規則」という。）に定める寄宿料を納付しなければならない。 

２ 納付済の寄宿料は、還付しない。ただし、第８条又は第９条の規定

により年度途中で退寮した者には、費用規則第１１条第３項の規定

により前納した寄宿料のうち、退寮の日の属する月の翌月以降の分

を還付するものとする。 

（諸経費） 

第１４条 学寮における寮生の食費、その他寮生の必要な経費は、寮

生の負担とする。 

２ 前項の寮生の生活に必要な経費の額等については、別に定める。 

（共同生活の自治） 

第１５条 寮生は、学寮設置の本旨に従い、学寮における共同生活を

自主的に規律するために、校長の承認を得て、自治組織を作ること

ができる。 

２ 前項の組織の活動は、寮生相互の個人生活を侵すことなく、かつ

学則、学生準則、この規程及びこの規程に基づく諸規程に違反しな

いものでなければならない。 

３ 第１項の組織を設けようとするときは、次の掲げる事項について、

寮務主事を経て校長の承認を得なければならない。 

一 名称 

二 目的 

三 規約 

四 代表者及び役員 

４ 第１項の組織がその目的を逸脱し、又は第２項の規定に違反した

場合は、これを解散させることができる。 

（学寮生活の規律） 

第１６条 寮生は、別に定める寮生心得に基づいて行動しなければな

らない。 

２ 寮生が、門限外の外出、外泊、旅行、帰省等をする場合は、あらか

じめ寮務主事に願い出て、その許可を受けなければならない。 

３ 外来者との面会は、指定された場所で行うものとする。 

（施設設備の使用） 



第１７条 寮生は居室、共同施設その他学寮の施設を使用するに際し、

常に正常な状態で使用することに意を用いなければならない。 

２ 学寮の施設設備の使用については、別に定める。 

第１８条 寮生以外の学生は、学寮の施設を使用してはならない。た

だし、あらかじめ、寮務主事を経て校長が許可した場合は、この限り

でない。 

（防災安全） 

第１９条 寮生は、火災その他、災害の防止について、常に注意すると

ともに、学校の行う防災訓練その他の措置については、学校の指示

に従い積極的に協力しなければならない。 

２ 火気の使用は、指定の場所で行わなければならない。 

３ 寮生が、災害又は事故の発生を知った場合は、直ちに寮務係、寮監

又は宿日直者にその旨を報告して、以後その指示に従って行動しな

ければならない。 

（保健衛生） 

第２０条 寮生は、常に衛生に留意し、健康の維持増進に努めなけれ

ばならない。 

２ 寮務主事は、必要があると認めたときは、健康診断、予防接種又は

療養を命ずることができる。 

（環境の整備） 

第２１条 寮生は、寮内外の清掃を実施し、清潔整頓を旨として快適

な環境の保持に努めなければならない。 

（管理点検） 

第２２条 学寮の管理及び点検のため必要がある場合は、関係教職員

は寮生の居室に入室することができる。 

（懇談会の開催） 

第２３条 教職員と寮生の相互の理解を深め、学寮生活の向上を図る

ため、寮務主事は随時に懇談会を開催するものとする。 

（雑則） 

第２４条 この規程の実施について必要な事項は、校長が定める。 

附 則 

１ この規程は、昭和４３年４月１日から施行する。 

２ 昭和４２年４月１日施行の鶴岡工業高等専門学校寄宿舎規則は、

廃止する。 



３ 昭和４３年度に限り、第２学年については、第３学年以上の寮

生にかかる規程を準用する。 

附 則 

この改正規程は、昭和４５年７月１日から施行する。 

 ～  

（略） 

 ～  

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 











　















鶴岡工業高等専門学校学寮会計内規 
 

 

施  行  平成２０年３月３１日 

（全部改正）            

最終改正  平成３０年１月 ５日 

 

 鶴岡工業高等専門学校学寮会計内規（昭和４４年４月１日制定）の全

部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校学寮規程第１５条第２項に基づき、本校

の学寮に入寮した学生（以下「寮生」という。）の生活に必要な経費

の額等について規定するため、この内規を定める。 

（定義） 

第２条 この内規において、寮生の生活に必要な経費とは、給食費及び

寮費をいう。 

２ 前項の寮費は、入寮費、運営費及び冷暖房費に区分する。 

（給食費） 

第３条 給食費は、給食業務委託契約に定めるところにより、受託業者

が徴収し、管理する。 

（寮費の額及び徴収等） 

第４条 寮費の額は、別表に定めるとおりとする。 

２ 前項に規定する寮費の額の改定に当たっては、寮務委員会の議を経

て、校長の承認を必要とするものとする。 

３ 寮費は、独立行政法人国立高等専門学校機構本部に収納を委任す

る。徴収した寮費及び出納簿は、財務係において管理する。 

（学寮会計） 

第５条 寮費に関する学寮の会計（以下「学寮会計」という。）は、本

校の会計から区分して経理する。 

２ 学寮会計は、独立行政法人国立高等専門学校機構預り金取扱規則そ

の他関連する規則等により適正に管理するものとする。 

（寮費の支出） 

第６条 寮費は、すべて所定の様式に必要事項を記載し、事務部長を経



て財務係に請求し、支出するものとする。 

（会計監査） 

第７条 学寮会計は、毎年１回定期的に監査を受けなければならない。 

２ 前項の規定に関わらず、寮務委員会は、学寮会計に関して随時監査

を行うことができる。 

（寮費の使途） 

第８条 寮費の使途については、次のとおりとする。 

 一 入寮費は、寮生の使用する食器類の購入及び更新の費用その他入

寮に際して必要な物品の購入に充てる。 

 二 運営費は、寮生の日常生活を維持するために必要な光熱水量、そ

の他の経費に充てる。 

 三 冷暖房費は、寮生の冷暖房に要する経費に充てる。 

（寮費の徴収月及び基準） 

第９条 寮費の徴収月及び基準は次のとおりとする。 

 一 入寮費は、入寮日の属する月に徴収される。ただし、以前に在寮

したことのある学生で、再度入寮を許可された学生は、徴収しない

ものとする。 

 二 運営費及び冷暖房費は、４月から９月までの分は４月に、１０月

から翌年３月の分は１０月に徴収する。なお、在寮日数の多少にか

かわらず、別表に定める月額を徴収することとする。ただし、７月

分と８月分及び２月分と３月分はそれぞれ合わせて１ヶ月分とす

る。 

（寮費の返付） 

第１０条 退寮した場合は、退寮の日の属する月の翌月以降の分の納付

済の運営費及び冷暖房費を返付する。入寮日は返付しない。 

（徴収の免除） 

第１１条 許可を受けて、疾病その他特別の事由により休学等をする者

が、１日も在寮しない月の寮費等については、その月に限り徴収を

免除することができる。なお、納付済の寮費については返付する。 

（雑則） 

第１２条 この内規に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

   附 則 

 この内規は、平成２０年４月１日から施行する。 



   附 則 

 この内規は、平成２４年２月 22 日から施行し、平成 24 年度から適用

する。 

   附 則 

 この内規は、平成３０年１月９日から施行し、平成３０年４月１日か

ら適用する。ただし、別表の冷暖房費の金額は、平成３０年４月か

ら平成３１年３月までの期間は月額 2,700（年１０ヶ月分徴収）とす

る。 

 

別表 

項 目 金   額 

入 寮 費     3,000 円 

運 営 費  月額 12,000 円  （年 10 ヶ月分徴収） 

冷暖房費  月額 4,000 円  （年 10 ヶ月分徴収） 

 

 



鶴岡工業高等専門学校寮生会会則 
 

 （目的） 

第１条 本会は、鶴岡工業高等専門学校寮生会と称する。 

２ 組織図は当分の間別表１のとおりとする。 

第２条 本会は、寮生各自の向上と相互の親睦をはかり、併せて自治精

神の発揚により明朗なる寮生活をおくることを目的とする。 

第３条 本会は、鶴岡工業高等専門学校寮生全員をもって組織する。 

 （機関） 

第４条 本会の目的達成のため次の機関をおく。 

 一 寮生総会 

 二 役員会 

 三 委員会 

第５条 寮生総会は、少なくとも年２回開催することを原則とする。 

第６条 役員会は、会長、副会長および委員長をもって構成し、必要に

応じて開催することができる。 

２ 役員会は、寮務主事の指導のもとに寮生会の指導にあたるものとす

る。 

第７条 委員会は、委員長ならびに委員をもって構成し、必要に応じて

開催することができる。 

第８条 寮生総会ならびに役員会は、会長が招集し、委員会は委員長が

招集する。 

 （役員） 

第９条 本会に次の役員をおきそれぞれ次の職務を行うものとする。 

 一 会    長 １名 会務の統理 

 二 副  会  長 １名 会長の補佐 

 三 総 務 委 員 長 １名 総務に関すること 

   総務副委員長 ２名 委員長の補佐 

 四 文 化 委 員 長 １名 文化行事ならびに文化用具の管理に関する

こと 

   文化副委員長 ２名 委員長の補佐 

 五 体 育 委 員 長 １名 体育行事ならびに体育用具の管理に関する

こと 



   体育副委員長 ２名 委員長の補佐 

 六 厚 生 委 員 長 １名 保健活動ならびに環境整備に関すること 

   厚生副委員長 ２名 委員長の補佐 

 七 会 計 委 員 長 １名 会計事務に関すること 

   会計副委員長 ２名 委員長の補佐 

 八 監 査 委 員 ２名 会計監査に関すること 

２ 前項に掲げる役員は、寮生全員の選挙によって選出する。 

第１０条 総務、文化、体育、厚生、会計の各部門に委員若干名をお

く。 

２ 前項に掲げる委員は、委員長の推薦により会長が任命する。 

第１１条 第９条ならびに前条に掲げる役員と委員の任期は、４月から

翌年３月までの１年間とする。 

 （経理） 

第１２条 本会の経費は、入会金、会費、その他の収入をもってこれに

あてる。 

第１３条 入会金は３００円とし、入寮時に納入するものとする。 

２ 会員の会費は年額 2,400 円とし、４月中に納入するものとする。た

だし後期入寮するものにあっては、年額の２分の１に相当する額を納

入するものとする。既納の会費は一切これを返却しない。 

第１４条 この会則は、総会の決議により変更することができる。ただ

し総会は全会員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決には出席

者の過半数の同意を必要とする。 

   附 則 

 この会則は、昭和４７年４月１日から施行する。 

   （略） 

 この会則は、平成３年４月１日から施行する。 

 













 

 

 

Ⅷ 諸 手 続 
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授業料等（本科・専攻科）

その他

※専攻科学生については、学生会費関係経費は該当しません。

４ 月 中

４月(５ヵ月分)
10月(５ヵ月分)

毎 月

４月(５ヵ月分)
10月(５ヵ月分)

４ 月 中

学 生 係

〃

入 寮 時

入 寮 時

日額　1,184円

月額　4,000円

入 学 料

授業料前期分

〃 後期分

寄 宿 料

種 類

学生会入会金

学 生 会 費

入 寮 費

寮生会入会金

寮 生 会 費

寮 費

給 食 費

冷 暖 房 費

年額　6,000円

　3,000円

　300円

年額　2,400円

月額 12,000円

複数人居室 月700円
個　　　室 月800円

84,600円

117,300円

117,300円

500円

10 月 中

４月(６ヵ月分)
10月(６ヵ月分)

入 学 時

財 務 係

〃

〃

〃 寮 生 の み

給食委託業者

寮 務 係

寮 生 の み

〃

〃

〃

〃

〃

学校納付金一覧

寮 務 係

〃

〃

〃

種 類 金 額 納 期 担 当 係 備 考

金 額 納 期 担 当 係 備 考

入 学 手 続 時

５ 月 中
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